
守

よりよいひき継ぎを考える

北 6 階 病 棟 　 発 表 者 　 佐 藤 忍

古 畑 富 貴 子 　 藤 原 昭 子 　 上 嶋 幸 恵 　 中 村 正 子

小 林 美 智 子 　 細 田 令 子 　 河 原 裕 子 　 安 田 妙 子

久保田隆子　丸山直子　北島のり子　田畑董

小 出 知 津 子 　 小 池 礼 子 　 田 中 淑 子

Ⅰ はじめに

以前より､どうしてこんなにひき継ぎが長いのだろうと思っていた｡確かに重症患者が多く､ひ

き継がなければならないことが多い｡しかし､お互いに送らなくてもわかることまでだらだらと送

ったり､ひき継ぎがあいてしまったりなど､長びかせる原因はいくつか考えられた｡その原因をさ

ぐり､より短時間でポイントをつかみ､効果的なひき継ぎをするにはどうしたらよいか､この研究

にとり組んだ｡

Ⅱ 目標

短時間で効果的なひき継ぎ方法を兄い出す

Ⅲ 方法 (課題達成法を参考にする)

①テーマの設定

②データーをとりまとめる (現状の把握)

(参評価

(卦具体策を考える

6)実施

⑥結果をまとめる

Ⅳ 期間

昭和55年 6月7日から12月10日まで

Ⅴ 経過

(1)現状把握と原因追求

ひき継ぎを長びかせる原因を考えるために全員で〝ひき継ぎについて感じたこと〝をラベルし

た.それをまとめてみると､次の4つの島に大きく分けられた. 資料G)参照

①ひき継ぎの準備が不十分である②ひき継ぎ内容が把握できていない③ひき継ぎ時間帯に検査､

処置などが入る④カンファレンスに時間がかかる

そしてもっと現状をよく知るために､ひき継ぎ時間を淘べることにした｡20日間調べた結果､

日によって時間に差があり､平均して深夜から日勤57分､日勤から準夜68分､準夜から深夜62分

かかっている｡ 資料②参照
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そこで日勤から準夜が最も長くかかっている､タイムスタディをとり原因を追求した｡2週間

タイムスタディをとり､結果を表にして"表からみてわかったこと〝をラベルした.資料③参照

それを分析することにより､原因として次のようなことが考えられた0

①様々なひき継ぎ (処置､注射､薬､輸血､伝言板､病棟日誌)の時間が全体のひき継ぎ時間

の30%を占めている｡ 資料④参照｡

②新入院患者の看護記録､重症者のひき継ぎに時間がかかり差が大きい｡

③ひき継ぎ時間に個人差がある｡

④一人一人のひき継ぎの間に空き時間がある｡

(Ⅱ)統一したひき継ぎ方法の検討と実施

この結果をもとに〝これから調べたいこと〝をラベルした｡ 資料⑤参照｡ それをまとめ

てみると､ひき継ぎ事項の検討として､何をひき継ぐべきか､省いてよいことはどんなことか､

また重症者のひき継ぎに差があるので､バラツ与をなくすにはどうしたらよいか､があげられ､

ひき継ぎ方法の統一をしようということになった｡ 資料⑥参照｡

①まず病棟日誌については､前日の入退院報告､当日の入退院予定者､当直医､体温計数､

患者数の把握､担 ･護送者､付き添い者は変更時のみ報告する0

②当科は輸血が多く､事故を防ぐために､輸血ノートに関しては施行予定者､当日の施行者

を全て報告する｡

③処置表は特殊な検査､前処置のあるもの､指示のまだはっきりしないもの､注射､与薬は

変更のあるものを報告する｡

これらのことを実行していくと同時に､患者のひき継ぎだけでも全員で聞ける体制をつくって

いこうと考え､ひき継ぎの順序を今までと変えてみた｡まず患者のひき継ぎから始め､30分を

目標にし､そのあと処置頬を報告することにした.以上のことを単なる時間の短縮に終わらぬ

よう､無駄を省いたひき継ぎとなるよう話し合ったOそれは深夜から日勤において顕著に表わ

れている｡全員がひき継ぎを聞ける体制となったので､報告者も集中して述べることができ､

受ける者も今まで以上に患者の状態がつかみやすくなった｡深夜から日勤のひき継ぎはカンフ

ァレンスを入れても､45分程度になった｡資料⑦参照｡

しかし､時間にばかり気をとられて､ひき継ぎやカンファレンスの内容が深まらないという

意見が出された｡それに対し､もう一度ひき継ぎとはどうあるべきか､何が大切なのかを話 し

合った｡どんな情報も大切にし､それらをカンファレンスに発展させ､内容を必ず看護記録に

記載し､全員が把捉できるようにした｡与薬に関しては､患者のひき継ぎが終わってからでは

おそすぎるという苦情が出たため､係を前もって決め､変更項目のメモをもとに､今までどう

り8時30分から与薬することにした｡

日勤から準夜についてが､時間的に最も改善されていない｡全員でひき継ぎを聞こうという

姿勢はできているのだが､処置をしたり､電話､ブザーで応待したり､検査介助があったりでー

報告者と準夜だけのひき継ぎになりがちである｡そこで､最初の30分間はその場でできる仕事

をし､その間は検査を避けてもらうよう医師に協力を求めたが､現在もあまり改善されていな

い｡また時間が短縮されないのは､新入院患者の看護記録､重症者の報告のあり方にも一因が

あると考えられた.現在の症状､看護計画を中心に､重症者は記録方法を統一し､それをもと.
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に報告することにした｡以前と比べるとわかりやすくなったが､時間はあまり短かくならない｡

また､ひき継ぎを客観的にみる方法として､ひき継ぎをテープにとり､感想をラベルした｡

資料⑧ 8照｡

①省略されすぎているo (診無駄な修飾語が多すぎる. ③ひき継ぎまでに準備ができてい

ない｡ ④まわりが騒がしい｡ ⑤指示の変更時は時間がかかる｡等要約された｡自分の姿勢

をふりかえり､相手が聞きとりやすい､話し方と速さを考え､要点をしぼり､意識してひき継

ぐよう心がけた｡

(Ⅱ)統一されたひき継ぎ方法の再検討

統一された方法を試みてから､1ケ月後､2回目のタイムスタディをとった｡全体的に時間

は平均55分から52分になった｡変更項目だけを報告する与薬､注射は短縮がみられた｡処置表

においては､平均3分12秒から､4分8秒となり､統一された内容がまだ徹底されなかった｡

新入院患者の看護記録､重症者に関しては､統一された内容が守られ､要点だけを報告するよ

うになったが､なかなか時間を短縮することができず､新入院患者の看護記録最高3分40秒､

重症者最高9分10秒であった｡以上の結果であるが､内容を統一しても､患者の病状や検査内

容により左右される面が大きい｡

Ⅵ 結果

ひき継ぎの時間短縮を考え､この研究にとり組み､タイムスタディをとったり､新入院患者の看

護記録､重症者､その他のひき継ぎの統一化を考えてきた結果､深夜から日勤が平均57分から45分､

日勤から準夜が67分から52分､準夜から深夜62分から50分と短かくなっている｡この約10分という

時間が与えられただけでも､次の勤務者が早く仕事につけるため､ゆとりをもっことができるよう

になった｡各人がお互いわかりやすい記録､報告を工夫､努力したこと､無駄をなくそうという気

持ちをもってひき継ぎに臨むようになったことが､この結果につながったといえるのではないだろ

うか｡

またカンファレンスの大切さ･というものを再認識し､できるだけ多くカンファレンスの時間をも

って､内容を充実させていこうと努めるようになった｡

ひき継ぎにはさまざまな因子がかかわっているため､その日その日によって波があることは避け

られないが､よりよいひき継ぎとは時間短縮だけでないということ､ひき継ぎはできるだけ多くの

正確な情報を得て,全員の情報交換の場となるべきものである｡

これから考えていかなければならない点として､ひき継ぎが全員で聞けない｡新入院患者の看護

記録､重症者で時間が左右されている｡ひき継ぎまでに準備が完全にできていない｡日勤から準夜

のひき継ぎが一番短縮されない｡朝のカンファレンスだけでは充分な情報交換ができない｡などが

残された｡

Ⅶ 考察

課題達成法に基づき､ひき継ぎ時間の短縮ということから出発して､この研究を進めてきた｡全

てのことに問題意識をもち､なぜこうなのか､どうしたら良くなるのかということを考え､データ

ーをとることにより､客観的に物事を判断分析 していくことの大切さを学んだ｡患者にとって何が
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一番大切かを第-に考え､具体策をたてて援助していく｡また全員が目標に向かい､意識をもって

とり組んだことはチームの連帯感を強め､自分自身をきびしくみつめるよい機会となった｡

この研究で学んだことをもとに､他の問題にもとりくんでいきたい｡

Ⅷ 参考文献
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川喜田二郎 発想法 ･創造性開発のために 中央公論社
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ひき継ぎについて感 じたこと.〃'

S55.6.13

ひき継ぎの準備が不十分であったり

ひき継ぎの内容が把握出来ていない

為時間がかかる｡

又,ひき継ぎ時間帯に他の用事があ

るため,スムーズにいかない｡

ひき継ぎの準備が不十分である

責任番だった時,処置表,輸血ノー

トなどがそろっていなくてスムーズ

にいかなかっ

た○体温表がひき継 ぐ順序にそろ

っていなくてスムーズにいか

なかった.体温表に体温,脈拍な

どの記載が落ちていてその場で記載したりして

おそくなったoひき継ぎまで

にやつでおかなければいけないこ

とが (オーダー表のチ エツクなど)なされてない場合

ひき継ぎがはかどらないo 精神的に動揺

している人のカンファレンスは

むずかしい｡時間がかかる｡

カンファレンスに時間がかか

るひき継ぎに問を開けず次の

人はすぐで

きるよう準備をしておくこと｡

又,変れる人は前に変ること

｡日勤一撃夜の申送 りが一番

長い｡次に申送る人をき

めておかないとロスが大きい

｡ひき継ぎが始まる時間まで

にしっかり準備ができていな

いため,ひとりひとりのつ

ながりがスムーズにいかな

い｡ひき継ぎ中に用事が多い｡

(処置 ･検査 ･日常

生活援助)日勤～準夜が

多い｡点滴の管理

が何人もあり時間がか

かった｡日勤から準夜が多い｡ ひ

き継ぎ時間中に急に検査 .処

置のオーダーが出ることが多いo

ひき継ぎ時間帯に用事がある

ひ

き継ぎ内容(方法)が把握できていない

重症者のひき継ぎ時間中にブザーあり

急変して挿管,吸引,人工呼吸したが

死亡してしまった｡ひき継ぎ

方法を検討する必要があると感 じた｡

ひき継ぎ時点で把握 していないことに

気付き確認をとったりしていると長び

くo途中で質問されて答えられなかったり

だらだらしゃべったりする場合,時間

がのびるoひき継ぎ

時間中に疑問点があり,たしかめるのに時間が

かかったo重症者のひき継ぎ時間が

長くて時間がかかったoひき継ぎ者が症状把握が適確でない｡ 要領を

得ないひき継ぎは頭がこんがらがるだけで時間の無

駄だo日勤～準夜重症患者を

送ったので他の時よりも時間が

かかったoひき継ぎ時間

を30分位にしたいoそれには

看護記録がきちんとしていな

いとだめだとわかったoひき継

ぎはポイントをつかんで申送 らないと時間がかかってし

まうひき継ぎ中,必要事項を整

理し,順番を考えてひき継げば

もう少 し早くなるのではないかo

申送り内容がま
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資料㊥

資料④

ト 要約文

｢表をみてわかったこと｣

1.諸々の申し送り (処置 ･注射 ･与薬 ･輸血 ･伝言板 ･病棟日誌)の

時間が,全体の申し送りの中で占める割合が大きい｡工夫すべき点,

省略できるもの等,検討要｡

2.アナムネ,重症患者の申し送りに時間がかかり差が大きい｡

3.個人別申し送り時間に差がある｡

内容的に要点をおさえた.効果的なものでなければならない｡

4.次の申し送り者との間に空き時間があり,申し送りを長びかせてい

る｡

ひき継ぎ時間の内訳

-



資料⑤

これ か ら調 べ た い こ と

申し送り内容の検討, 申 最低限必要なことを 何 申し送り中のTEⅠ_敬
,Drはぶいてよいことはど .L 決めておいたらどう を の話し

かけ,質問回数.んなことか調べたい 送り か 逮る

それにかかった時間を申変化 しないこと (注射内服)は送る必要ない 何を申し送られるべきカ し送る ～ へきか

､日 bゝ容の りたい検㌧｣一一- ･,中 へき
かラベルにしてさぐ

検温一人にかかる平均を処置表
,注射の申し送 省 る 調べ,またどんな処置

にり方法を統一してみる い 一番時間が

かかるか,辛その日変わったことの て 順よくできているかみ言 う 至 芸冨8L望言

警孟写すと芝ラ ≡E芝誓言諾 差きなべ とかこル

嘉音 更F,至脂 莞きき 申し送りの順番を

決めて lお

いてはどうかくだらない (必要ない申し送りをラベルにし

てみる

重症者の申し送りに時間がかかるのはわかるが3申し送

り時間の内容,長くなる時,その要因 ～9分と差が大きいのはなぜか

十 時間のばらつきのある理由の再チェッ

ク,ばらつきをなくすには (申し送個々の申し送りをきいて直した方が良い点,あるいは

ーヽ参考になる点をそれぞれ投書用紙に書いても

らう (個 ーEりの時間)どうしたらよ人で大部時間に差があることから考えて) いか申し送りに個人差があるのはなぜか (互いに注意しあ ざらつきをなくすにはど

うい改善できるのでは

たらよいか個人差があるのはなぜか,参考点,改善点を検討

する申し送る時

までに記録を整理できるためにはラベルする 個人別,申し送り時間とその部屋数,人

数をもっと長く調べたら2-3週間個人差がある



資料㊥ ひ き 継 ぎ の 統 一 方 法

1.業務体制

受けもち看護体制をとり,一部 (注射 ･与薬 ･責任)機能別看護を行っている｡

2.申し送る項目

改 善 前 改 善

後申し送る 病棟日誌 →諸々の申し送り-患者 病棟日誌-患者の申し送り (フリー-

責任)-順序 の申し送り (責任 4.5.6号 .個室-フリー1.2.3号)

諸々の申し送り病棟日誌 書かれている項目全て送る 前日の入院患者の氏名 .

病名,当日の入院患者の氏名 .病名,退院患

者は氏名のみ,患者数,体温計の数,担 .護送,付き添い

者は変わった者のみ輸 血 予定のある人全

て送る 予定のある人は全て送るオ-ダーを受けた看

護婦は自分のサインを記入する処 置 深一日:処置表にそい全部送る 深一日:その日予定されている処置 .検査のみ

日-準 :次の日の検査,当日の検 送るI査の残ったものを送る準 -蘇 :次の日の検査を全

部送る 日-準.準-潔 :特別注意することのみ送る注 射 オ⊥ダーにそ

い全部送る 深一日:係が来た時点で送る (申し送りの中で注射係は30分早く出勤し準備をし は時間は設けない)係が処置 .筋注

等てから申し送り時間内にオーダー を受けもち看護

婦に送るを受ける

日一撃,準-蘇 :準夜,深夜で行う注射,変更のあるもののみ送る与 薬 与薬のオーダーにそって全部送る 深夜の責任が変更項目を書き出し

ておく (申し深一日:与薬係は当日決まり最初 送りの中では時間は設

けない)に申し送りを受け与薬す あらかじめ係を



資料⑦
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ひ き継 ぎ にかか った時 間 (深 一日)



資料㊥ ひき継ぎのテープを聞いて

自分は申 し送りが遅いと思っていたo

テープを聞いてみて速度が遅いと思

つたしゃべり方がいくら早 くても

相手が正 しく聞きとれるようでな

ければなに

もならないo会話中看護用

語の必要あり｡会話の早さ.聞きやすさ｡ 早口で聞きとりに

くい点があったゆっくり話をすると聞きとりやす

いo しかし重要なポイントだけ話さないと時間

がかかってしまうo医学的用語を使 うことによ

り要点をおさえた申し送

りができるのではないかo相手がききとりやすい

要点をおさえた話し方 と速 さ何時何

分にBPはPはという言い方では

なく,おおまかな経過を言った万がよいo無駄な修飾語は不要では

ないかo (言わなくても内容がわ

かることば)つ

なぎの言葉が多い一応,

･--くらい無駄なことばが多すぎる Pt の以前の状態が省略

されすぎている時がある｡(自分が

知 っているためおこる事)省略

されすぎている申し送 り事項がまとめきれな

いように思える｡無駄なことばが多い一時間が

かかる｡申し送 りで話す手

JFBが頭に入 りきらない?申し送 り前に記録できればまと

められるのでは申し送 り前に不明な点ははっきりさせて

おくoオーダ-のられ,変更など.

申し送っている途中でおちていることに気がつ

くことがあるo申し送りまでに準備がで

きていないまわりがさわが し

くおちついて申し送 りを受けられない｡ 新 しい事項(処置の仕方など)を申し送る時は受ける側も正確に受けたいと思い,くりかえしたりするので時間がとられるo

まわりがさわがしい オーダー変更時は,時間がかかる 尿,

点滴,P,B.P 食事,ko
t注意事項等,時の流れをまとめて報告 しているが,わかりやすい順番があるの

ではないかo発熱などの状態変化は時間の経過を追 って

,おおまかに言った方がわかりやすい

o状態変化の経過 -現在の状況-それに対

する処置,と内容ごとに区切りをつけていうo申し送 りのパターン (一般状態 一食

専 一Ham)などがある程度決まれば,うける側 も楽ではな

いか申し送り方にわかりや

すい順番があるのでは･相手がききとりやすい要点をおさえ



資料㊥ ｢この研究から

学んだこと｣

カンファレンスを大切に

するようになった｡

ノ■

各人が常に緊張感をもって

物事に対処してゆけば短時

間のカンファレンスでも内

容の濃さにつながるのでほ

--･ 各々の看護観にも影

響されるが--

短時間でもカンファレンスを

することは大切だ !

･カンファレンスの大切さの

再認識｡

･各人がお互いわかりやすい

記録報告を工夫して集中し

よう,時間の無駄をなくそ

うという気持ちをもって申

し送りにのぞんだ｡

･データーから客観的に物事

を判断,分析していくこと

の大切さを知った｡

集中した申t,送りで全員が

聞けるように心がけたい｡

申し送りを皆で問こうとす

る意識が高まったと思う｡

集中することはよく把

握することにつながる｡

全員の申し送りを聞こ

うとする姿勢ができた｡

申し送り時間内に比較的できるように

なったo多少なりともてきぱきと行動

し発語しているo前向きの姿勢であ

るように思わ

れるo意識をもって行うことは大切

である.集中して全員で聞こうとする姿勢ができ

つつあるたとえ短時間でも,

少しでも多く申し送りを聞こ

うという姿勢でとりくんでい

る｡今回の研究によりそうい

った態度が身についたように思う｡ 決まった時間内に必

要なことを自分なりに選択し

て申し送ろうとする心がまえ

ができたのでは-｡送る側と

送られる側の態度 (集中力)
が大切だと

思った｡時間を大切にしたい気持に

なったo1秒でも5秒でも大切

さを感じたo申し送りの時間ば

かり気にして,うすつペらな申し送り内容に走

つてはいけないo時間ばかりに気をとら

れてしまう時がある｡

まだ時間におわれている 時間の大切さより

効果的で具体的でわかりやす

い申し送りを考えていかなけ

ればいけないと思うが現在は時間におわれ

てしまうことが多い｡原因

を追求もせずに,できないとすぐ感情で判断して
しまうのは

いけない｡見つめよう 自分

自身を厳しく見つめることもなく,雰囲気によっても

左右される面がある｡今までは

慣れあい的雰囲気,各人の甘えが時間のルーズさにつなが

つていたのではないか

oけじめの大切さを感じるo

相手に
わかる方法を考えるようになっ

たo以前よりも,どのように申

し送つたら聞きやすいかということを考

えて送るようになった○ 相手にわかりやすい

申し送 りを考えたすべての事

に問題意識をもち,なぜこう

なのか,どうしたらよくなる

のかということをデーターなどで客観的にみるこ

とにより,解決していくこと

の大切さを知った｡データーから物事

を判断,分析していく見方の

大切さを学んだ｡研究をは

じめてから.改善しなければ

ならないことなど,申し送り

を見つめ直すことができ,

少 しでもよくしていこうという気持が出てきた｡ 皆でいっしょに考えて実施

してい桝ゴ物事は良い方向に発展的

に変えていかれるoこれからもひと

つひとつ皆で再検討していかれるよ

うになればと思うoチームワークの上で

皆がひとつの目標に向かって意識を

もつことが大切であるo皆でひとつの問題にとりくみ,申

し合わせ事項を考え,改善

しようと努力したことはよかつたと思うo皆で一つの問

題にとりくみ,データーから物事を判断,分析 していくことの

大切さを学んだこれからも業

務ひとつひとつ検討 して皆で

考えていきたい｡今回はナー

ス側の問題であったが,患者サ

イドからの問題も今回の研究のように

解決の方向へと努力 したいと思った｡ 時間の短縮だけ

でなく,内容を充実させる必要があ

るo症状の変化をすべて報告し

ていてはだめだo送る必要のあるものは何かoまだまだ研究していきたい気持ちだo

時間の短縮だけ



投薬 ･注射の申し送り

時間は,だいたい一定
している

毎日の注射 ･投薬量は

変わらないが個々のやり

方により時間の差がある

曜日によって処置表を

送る時間が違う

日･月 ･火 ･水の処

置表のおくり時間が

長い

金 ･土は処置表が

少ないにもかかわ

らず時間的には大

差はないようであ

る

日曜はナースの数が

少ないので申し送り

時間が短いのか?

病棟日誌を申し送る

時間にばらつきがあ

金曜日はオーダーが変わ

っていることが多いので時

間がかかっている｡(注射

･薬)

処置は日･月 ･火が

ピークである,

毎日の処置量は

そう大きな差はない

と思うが,個々のやり方

により時間差がある

諸々の申し送 りの時間は,
曜日によ ってか,

よるものかバ ラツ辛が

処置表の申し送り

の検討必要

諸々を申し送る時間

は処置表を送る時間

に左右されている

諸々の申し送り時間

で火曜日が長いのは

心力テがあるためか?

るのは体温計の本

数や患者数の数が

合わない為ではな

いか?

質問数が多いからといって

時間がかかっているとは限

らない

処置 ･注射 ･薬は

毎日同じ事を申し送って

いる｡変化のないものは

もっと省略できるのでは

処置類を

まとめておく

短時間で済む

と思う

DIの時間外オーダー

くかかる原因では?

次の勤務者のことを考えて

簡常に短く送らないと仕事

がしにくい｡

短時間に送るには,処置表の送 り方の検討,

省時も必要だ

深一 日が一番短い

諸々の申し送り

は共に同程度の

時間がかかって

いる｡曜日によ

る差か?個人

差に

よるものか?

I l冒 塵 芸富と送り時間同じ人数の患者を送る 経験年数にかかわらず個人の要領によ

って申し送り時間に差があるも長 場合でも

3分～14分と 申し送りの方法によっかかり個人差がある て時間

的個人差があるが内容

が問題である申し送りの仕方には個人差があり,しゃべり方,把握の仕方などでかなり違うo要点が 各役割を受けもつ人の責任は大きい

o正確に送られている

かどうかが最も ひき継ぐ為にはどうし大切

ても時間がかかる準一課はマンツーマンだか ら短 くていいのに時間がかか っている 日-準,申し送 り時間中に処

置,検査が入 り込む

勤務者の多い日は空き

時間が多く,その為に

長ぴぃている各自が気持を引き締めて空き時間

を短 くしようとしただけでも,全

体時間が短くなった

空き時間は少ないが,その

割にひとりひとりのひきわたし

がスムーズにでき


